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を守る

より確かな災害対策へ

い
の
ち

東
日
本
大
震
災
が
も
た
ら
し
た
甚
大
な
被
害
は
、

私
た
ち
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
、こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
災
害
へ
の

備
え
が
十
分
で
な
か
っ
た
現
実
を
突
き
つ
け
ま
し
た
。

「
大
津
波
は
、今
晩
に
も
襲
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
」「
子
ど
も
へ
の
放
射
能
の

影
響
が
心
配
」「
小
田
原
か
ら
被
災
地
に
で
き
る
こ
と
は
何
?
」

「
地
震
が
き
た
ら
ど
こ
へ
逃
げ
れ
ば
い
い
の
?
」

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
不
安
の
声
。
大
震
災
で
あ
ら
わ
に
な
っ
た
問
題
に
向
き

合
い
、よ
り
確
か
な
災
害
対
策
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
い
の
ち
が
し
っ
か
り
と
守
ら
れ
る
、生
存
と
生
活
が
確
保
で
き
る
ま
ち
へ
。

市
職
員
一
丸
と
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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地
域
防
災
計
画
の
全
面
改
訂

　
現
在
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

を
進
め
て
い
ま
す
。
広
域
避
難
所
が

安
全
な
の
か
、
備
蓄
は
足
り
る
の
か
、

限
ら
れ
た
人
材
を
ど
の
よ
う
に
配
置

す
る
の
か
、
効
果
的
な
情
報
の
受
伝

達
の
方
法
は
何
か
な
ど
、
東
日
本
大

震
災
で
現
出
し
た
課
題
を
計
画
に
反

映
さ
せ
ま
す
。

　
災
害
は
、
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
に
対
応
で
き

る
、
実
践
的
な
計
画
に
す
る
た
め
に
、

全
庁
的
に
英
知
を
集
め
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

津
波
の
被
害
対
策

　

大
震
災
の
津
波
で
は
、「
す
ぐ
に

高
い
と
こ
ろ
へ
逃
げ
る
こ
と
」
が
何

よ
り
も
大
事
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
海
に
面
し
た
小
田
原
で
は
、

決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
一
人
一
人
が
危
機
感
を
持
ち
、

普
段
か
ら
ど
こ
へ
逃
げ
る
か
を
意
識

で
き
る
よ
う
に
、
海
抜
マ
ッ
プ
を
作

成
し
、
公
共
施
設
を
中
心
に
海
抜
表

示
板
を
設
置
し
ま
す
。
海
抜
マ
ッ
プ

は
、
平
成
19
年
度
に
作
成
し
た
防
災

マ
ッ
プ
に
記
し
て
あ
る
海
抜
を
、
分

か
り
や
す
く
表
示
し
て
、
ま
ず
は
沿

岸
部
に
お
住
ま
い
の
か
た
に
配
布
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
沿
岸
部
で
実
際
に
津
波
が

来
た
と
き
に
ど
こ
に
避
難
す
べ
き
か
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
職
員
が
、
避
難
の

候
補
と
な
る
建
物
や
高
台
へ
の
避
難

路
を
確
認
し
、
そ
れ
ら
を
示
し
た
避

難
地
図
を
作
成
し
ま
す
。

　

地
元
に
詳
し
い
地
域
の
皆
さ
ん
、

緊
急
避
難
が
で
き
る
建
物
の
所
有
者

の
か
た
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
に
対
す
る
備
え
を

　
大
震
災
以
降
、
防
災
に
対
す
る
意

識
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
る
今
こ

そ
、
行
政
、
企
業
、
市
民
、
皆
が
真

剣
に
向
き
合
う
と
き
で
す
。

　
ご
家
庭
で
非
常
持
ち
出
し
品
を
揃

え
る
な
ど
、
今
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
地

域
の
防
災
訓
練
は
、
防
災
知
識
を
身

に
着
け
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
人

と
顔
見
知
り
に
な
る
た
め
に
も
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

あなたの備えは大丈夫 ?    非常持ち出し品

非常持出袋、ヘルメット、
救急医薬品・常備薬、
非常食・飲料水、貴重品、
携帯ラジオ・懐中電灯など。

※まず最初に持ち出すべき
1 次持出品の一例です。

総合防災訓練

　今年は、桜井地区、富水地区、東富水地区、下府中 
地区の自主防災組織、防災関係機関、行政による訓練
を行います。

宿泊体験訓練 
日時：8 月27日（土）午後 4 時 〜 28日（日）午前 7 時
場所：桜井、報徳、富水、東富水の各小学校体育館

総合防災訓練
日時：8月28日（日）午前 9 時 〜 11 時 30 分
場所：鴨宮運動広場

※ 上 記 地 区 以 外で も、
9 月から 11月にかけて
各自治会連合会などで
防災訓練が実施されま
すので、ぜひ参加してく
ださい。

では、「いのちを守る小田原」推進会議を設置し、大
震災を踏まえたまちづくりを進めています。
市民の「いのちを守る」という、行政として最も大切な役

割を果たすためにどうすればよいのか。これまで取り組んできた災
害対策を強化することに加え、各部局のさまざまな施策を、「いの
ちを守る」という視点で見直します。災害から守られ、真に安全・
安心で、未来へ向かって持続可能である小田原を目指していきます。

災
害
対
策
の
強
化 	

小田原市海抜マップ

津波対策のための現地視察のようす

防災部長  柳田治夫

市

問  防災対策課  ☎ 33-1856

3 広報 小田原  2011.8.1



全
市
を
あ
げ
た
節
電
対
策

　
日
本
中
で
節
電
に
取
り
組
ん
で
い

る
今
、私
た
ち
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
生
活

を
見
直
し
、
少
し
で
も
無
駄
を
な
く

す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
夏
は
、
市
内
で
も
多
く
の

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
が
見
ら
れ
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
、
温
度
低
下

や
地
球
温
暖
化
防
止
の
効
果
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
節
電
に
取
り
組
む
と

い
う
思
い
を
共
有
す
る
う
え
で
も
、

大
変
効
果
の
あ
る
も
の
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

放
射
能
対
策

　
市
内
の
放
射
線
量
の
測
定
は
、
小

中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
を
優
先

し
、
そ
の
ほ
か
の
公
共
施
設
で
も

行
っ
て
い
ま
す
。
7
月
14
日
現
在
、

1
0
0
地
点
以
上
で
測
定
し
す
べ

て
の
測
定
地
点
で
、
国
際
放
射
線
防

護
委
員
会
の
勧
告
に
よ
る
人
工
放
射

線
の
上
限
値
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

ま
す
。

　
過
度
な
不
安
を
あ
お
ら
な
い
よ
う
、

放
射
能
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
く

こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
今
後
も
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
で
周
知
し

て
い
き
ま
す
。

被
災
地
へ
の
人
的
支
援

　
市
で
は
、東
日
本
大
震
災
後
、緊
急

消
防
援
助
隊
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、避
難
所
支
援
な
ど
を
通
じ
て
、延

べ
60
名
以
上
の
職
員
を
被
災
地
に
派

遣
し
て
き
ま
し
た
。被
災
地
を
見
た
職

員
は
皆
、震
災
の
す
さ
ま
じ
さ
を
目
の

当
た
り
に
し
、「
個
人
の
無
力
さ
」を
感

じ
た
と
言
い
ま
す
。職
員
が
現
地
で
肌

で
感
じ
た
震
災
の
悲
惨
さ
、危
機
感
を
、

ほ
か
の
職
員
に
も
伝
え
情
報
を
共
有
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
の
検
討

　
太
陽
光
、
太
陽
熱
、
小
規
模
の
水

力
や
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
、
今
最

も
現
実
的
な
の
が
、
太
陽
光
発
電
で

す
。
市
内
の
普
及
状
況
を
見
て
も
、

皆
さ
ん
の
関
心
が
高
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
よ
り
多
く
普
及
さ
せ
る
た

め
に
は
、
補
助
金
を
支
給
す
る
だ
け

で
な
く
、
設
置
費
や
設
置
後
の
電
気

料
金
な
ど
、
良
い
点
も
悪
い
点
も
分

か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
な
ど
も
必

要
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
長
野
県
飯
田
市
で
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
初
期
投
資
な
し
で
設
置

可
能
に
し
た
施
策
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
N
P
O
法
人
が
市
民
フ
ァ

ン
ド
を
活
用
し
、
9
年
間
の
リ
ー
ス

制
度
と
す
る
こ
と
で
、
シ
ス
テ
ム
普

持
続
可
能
な
暮
ら
し
の
実
現 	

被
災
地
・
被
災
者
支
援 	

企画部長  時田光章 環境部長  井澤幸雄

及
の
ハ
ー
ド
ル
で
あ
る
設
置
コ
ス
ト

の
負
担
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
売

電
の
利
益
に
よ
り
月
々
の
負
担
を

軽
減
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み

で
す
。

　
行
政
と
し
て
補
助
金
を
支
給
す
る

だ
け
で
な
く
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
市
民
や
専
門
家
の
か
た
と

議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
効
果
的
な
仕

組
み
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

 6 月、市ではグリーンカーテンづくり
促進のため、計 400 世帯にゴーヤの
苗を配布。9 月には、グリーンカーテン
コンテストも実施予定です。

高橋久美子さん
優香ちゃん（寿町）

「グリーンカーテンづ
くりは、初めてです。
今までゴーヤはあま
り食べませんでした 
が、上手に育てて食
べるのも楽しみです」

村松浩美さん（栄町）

「昨年に引き続き、ゴー
ヤのグリーンカーテ
ンを 作りますが、節
電や省エネへの思い
は昨年よりも強くな
りました」

チャレンジ !! グリーンカーテン

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
列
の

「
放
射
能
に
関
す
る
情
報
」を

ク
リ
ッ
ク
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　東日本大震災を受けた今後の地域づくりの課題を、私は次のよ
うに整理しています。
　まず第一に、発災時に一人の犠牲者も出さない地域総ぐるみの
態勢を作ること。最悪の被災状況を想定し、一人残らずの避難、 
そして身近な住民の救命救助を、地域住民が協力してやり遂げる
備えが、何より必要です。
　第二に、被災後数日間、住民が生存できる条件を備えること。市
内には複数の河川が走り、東西は海岸線や山沿い地域もあることか
ら、被害の状況によっては橋

きょうりょう

梁落下や道路寸断などで地域間の交
通経路が断たれる可能性があります。水、食料、当面の生活空間、
救護活動拠点などを、各地域単位で確保しておかねばなりません。
　そして第三に、長期にわたる復興活動期間の住民生活を支える機
能を確保すること。医療体制、要介護高齢者や障がい者のケア拠点、
子どもたちの学びの場、居住場所、苦しくつらい避難生活を支え合う
地域コミュニティの関係づくりなどです。また電力については、安全で
リスク分散可能な電力供給体制を可能な限り築かなければなりません。
　実際、過酷な被災地の中で、厳しくもたくましく自立生活が続け
られ、かつ人心の安定が図られていたのは、多くの場合、生存に必
要なそれらの条件や手段を自前で確保し、また日常から備えてい
た地域コミュニティでありました。
　こういった観点から、大規模な災害に見舞われたとしても、住
民の生存とその後の生活手段を確保し、地域経済も含め被災から
の影響を最小限にとどめるために、「いのちを守る地域自給圏」 
とでもいうべきものを作ることを、これからの地域づくりの目標に
すべきであると、私は考えます。備えるべき基本要素は、①いのち
を守り救う市民の力、②水、③食糧、④エネルギー、⑤住まい、 
⑥ケア、⑦身近な支え合い、などでしょう。
　災害対策的には「備え」なのですが、これらの要素が平素から高
い水準で地域に備わっているということは、日常の暮らしや経済活動
における、生命としての安心感、公共空間としての安全性、豊かな自
然環境、顔の見える関係や支え合う心が満ちたコミュニティなど、お
金には替えられない「真の豊かさ」が満ちている地域ということにほ
かなりません。「日常」を安全安
心で豊かなものにすることが、実
は何より確かな防災対策なのです。

「いのちを守る地域自給圏」へ

回ご紹介したもの以外にも、
市ではさまざまな分野で、
災害対策の強化、持続可

能な暮らしの実現、被災地・被災者
の支援に取り組んでいきます。被災
地、そして小田原の経済を元気にする
ための各種イベントが開催され、今後
も予定されているほか、被災地と小
田原市の小中学校間の交流事業など
も計画しています。
　「市民の力で未来を拓

ひ ら

く希望のま
ち」を目指し、4 月からスタートした新
総合計画「おだわらTRYプラン」に 
基づくまちづくりのさまざまな施策に
おいて、「いのちを守る小田原」の視点
を踏まえて歩んでいきます。

市
の
災
害
対
策
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
職
員
の
数
に
決
し
て
余
裕
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
日
本
人
が
心
を
一
つ
に

し
て
こ
の
国
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
、

少
し
で
も
被
災
地
の
力
と
な
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
市
で
は
、
日
本
赤
十
字
社
を

通
じ
て
被
災
地
を
支
援
す
る
義
援
金

募
集
の
ほ
か
、
二
宮
尊
徳
先
生
の
縁

で
交
流
の
あ
る
相
馬
市
の
震
災
孤
児

等
を
支
援
す
る
た
め
の
基
金
へ
の
募

金
も
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、

報
徳
仕
法
の
い
う「
推す

い

譲じ
ょ
う」を

実
践

す
べ
き
と
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
は
、
被
災
地
・
被
災
者
の
支

援
活
動
に
協
力
的
な
市
民
団
体
や
民

間
事
業
者
な
ど
と
の
連
携
も
視
野
に

入
れ
て
、
小
田
原
と
つ
な
が
り
の
あ

る
顔
の
見
え
る
関
係
の
自
治
体
に
対

し
て
、
息
の
長
い
支
援
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
被
災
地
・
被
災
者
の
支
援
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

小田原市社会福祉協議会と市が連携して市民ボランティアを
募り、5月〜6月に派遣した福島県相馬市（撮影日：6 月21日）

６月、大震災後２回目の現地視察で、福島
県福島市 瀬戸市長（右）と、浪江町 馬場町
長（中央)から話を聞く加藤市長 

今
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小
田
原
の
歴
史
的
風
致

　

小
田
原
は
、古
く
か
ら
東
海
道
の

宿
場
町
と
し
て
、ま
た
城
下
町
と
し

て
に
ぎ
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
明
治
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け

て
は
、風
光
明
美
な
こ
の
地
に
、当
時
を

代
表
す
る
多
く
の
政
財
界
人
や
文
化

人
た
ち
が
別
邸
な
ど
を
構
え
ま
し
た
。

　
ま
た
小
田
原
北
条
氏
の
時
代
に
全

国
か
ら
集
め
ら
れ
た
職
人
の
優
れ
た

技
術
と
、豊
か
な
自
然
の
恵
み
が
融

合
し
、か
ま
ぼ
こ
や
干
物
な
ど
の
水

産
加
工
業
や
小
田
原
漆
器
な
ど
の
木

工
業
と
い
っ
た
、小
田
原
固
有
の
文

化
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
文
化
や
、宿
場
町
・
城

下
町
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
る
小
田

原
城
周
辺
や
、由
緒
あ
る
社
寺
な
ど

が
多
く
残
る
板
橋
地
区
周
辺
に
お
い

て
、歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
今
も

行
わ
れ
て
い
る
祭
礼
行
事
な
ど
は
、

旧
来
の
町
割
り
や
歴
史
的
建
造
物
な

ど
と
一
体
と
な
っ
て
良
好
な
歴
史
的

風
致
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

か
ら
、高
岡
市
、松
本
市
、川
越
市
と

と
も
に
認
定
証
を
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
計
画
の

推
進
に
つ
い
て

　
小
田
原
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上

計
画
は
、計
画
期
間
が
10
年
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、こ
の
計
画
で
定
め
た
重

点
区
域
内
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
を

形
成
し
て
い
る
建
造
物
の
維
持
・
保

全
の
た
め
の
修
繕
や
改
修
工
事
、周

辺
の
道
路
の
修
景
・
案
内
板
の
設
置

な
ど
の
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、小
田
原
の
伝
統
的
な
な
り

わ
い
や
芸
能
、文
化
な
ど
各
活
動
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
検
討
を
行

い
、実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

小
田
原
の
歴
史
的
風
致
の
向
上
を
図

り
、市
民
に
と
っ
て
誇
れ
る
活
力
の
あ

る
ま
ち
の
創
造
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
の
で
、今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

県
内
初
認
定

　
平
成
20
年
11
月
4
日
に
施
行
さ
れ

た
「
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の

維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律（
通

称
：
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
）」に
基
づ

き
、市
で
は「
小
田
原
市
歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画
」を
策
定
し
、平
成
23

年
6
月
8
日
に
、国（
国
土
交
通
省
、

文
部
科
学
省
、農
林
水
産
省
）か
ら
認

定
を
受
け
ま
し
た
。

　

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
は
、

こ
れ
ま
で
金
沢
市
や
高
山
市
な
ど
全

国
の
22
市
町
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
第
9
次
認
定
で
、小
田

原
市
は
神
奈
川
県
内
で
初
め
て
認
定

さ
れ
、小
泉
国
土
交
通
大
臣
政
務
官

問 

都
市
計
画
課  

☎
33-

1
5
9
3

加
藤
市
長
と
小
泉
国
土
交
通
大
臣
政
務
官

小
田
原
市
歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画

県内初認定
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地区まちづくりのためのワークショップなど
歴史的なまちなみや建造物が残る板橋地区
周辺やかまぼこ通り周辺において、景観調査
や住民とのワークショップによる地区のルー
ルづくり、協議会組織化への支援を行い、景
観計画重点区域の設定など歴史的環境や景
観に配慮したまちづくりを進めます。

岸 

忠
義
さ
ん

小
田
原
市
民
俗
芸
能
保
存
協
会
会
長

相
模
人
形
芝
居
下
中
座
座
長

　
小
田
原
に
は
、
城
下
の
旧
三

大
明
神
例
大
祭
の
神み

こ
し輿

渡と

御ぎ
ょ

、

小
田
原
囃ば

や
し子

な
ど
、
地
域
と
密
接
し
た
多
く
の
文
化

的
な
活
動
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、3
0
0
年
も
の
歴
史
が
あ
る
下
中
座
と
い
う

人
形
芝
居
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
文
化
的
な
活
動

で
は
、
後
継
者
不
足
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
後
継
者
の
発
掘
、
育
成
の
た
め
に
も
、
今

回
の
認
定
が
、
小
田
原
に
受
け
継
が
れ
る
文
化
的
な

活
動
を
多
く
の
か
た
に
知
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

露
木
清
勝
さ
ん

小
田
原
市
歴
史
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
委
員

街
か
ど
博
物
館
館
長
連
絡
協
議
会
会
長

　
城
下
町
や
宿
場
町
と
し
て
栄

え
た
あ
か
し
と
し
て
、
今
も

な
お
伝
統
的
な
産
業
や
な
り
わ
い
が
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
訪
れ
る
人
に
ま
ち
の
歴
史
や
魅
力
を

知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て「
街
か
ど
博

物
館
」の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
認
定
が
そ
の
活
動
の
後
押
し
と
な
り
、
よ

り
多
く
の
か
た
に
、
活
動
を
見
て
い
た
だ
き
、
小
田

原
に
受
け
継
が
れ
る
産
業
や
な
り
わ
い
の
素
晴
ら
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

重点区域は、小田原城を中心として、中世期最大の城郭遺構として築造された 
「小田原城総

そうがまえ

構」を基本に、「遺構保全域」、「旧東海道の宿場町周辺」、「板橋 
地区周辺」を加えた範囲としています。

重点区域における主な施策・事業

史跡小田原城跡
本丸・二の丸整備事業

小田原城本丸・二の丸における史跡
整備を進め、城とまちなみが一体と 
なった歴史的環境の形成を促進します。

小田原文学館整備事業
国登録有形文化財である小田原
文学館（本館・別館）の修繕を実
施し、周辺の歩行者空間の整備
などとあわせて、まちなかを回遊
する際の休憩施設としての機能を
付加する整備を行います。

史跡小田原城跡
八幡山古郭・総構整備事業

小田原城八幡山古
こ か く

郭・総構の保存
活用を図り、城下町と一体となっ
た歴史的環境の形成を促進します。

清閑亭保存整備活用事業
国登録有形文化財である清

せい
閑
かん

亭
の土台の腐朽や天井部の雨漏り
などの補修・修理を実施し、交流・
回遊拠点としての公開活用を図り
ます。

松永記念館整備活用事業
松永記念館内にある国登録有形
文化財である老

ろうきょ
欅荘、葉

よう
雨
う

庵の修
理と庭園の修景整備を一体的に
実施し、観光客の憩いの場として、
また回遊拠点としての活用を図り
ます。

小
田
原
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の

認
定
に
寄
せ
て

小
こ

峰
みね

御
お

鐘
かね

ノ
の

台
だい

大堀切東堀

老欅荘小田原文学館本館清閑亭板橋地区周辺のまちなみ

天守閣と 銅
あかがね

門

6 5 4 3

2

1

重点区域（420 ヘクタール）
景観計画重点区域
風致地区

遺構保全域
市街化区域界

甲
州

道

東海道

城山陸上競技場

市役所

新玉小学校

小田原城本丸

箱
根
板
橋
駅

大窪小学校

城南中学校

城山中学校

三の丸小学校
早川駅

小田原駅3

2

5

4

1

重点区域

小田原市

6
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介
護
予
防
が
大
切
で
す

　
超
高
齢
社
会
の
今
日
、「
介
護
予
防
」
が
重

視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
介
護
予
防
」
と
は
、
寝
た
き
り
や
認
知
症

な
ど
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
る
こ
と
を
予

防
し
、
で
き
る
だ
け
長
く
、
元
気
で
暮
ら
す
た

め
に
、
生
活
機
能
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
で
す
。
介
護
予
防
は
、
早
め
に
始
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。「
ま
だ
ま
だ
自
分
は
元
気

だ
か
ら
大
丈
夫
!
」と
思
っ
て
い
る
か
た
も
、

普
段
か
ら
意
識
し
て
心
身
の
機
能
を
使
わ
な

い
と
、
ど
ん
ど
ん
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
18
年
4
月
の
介
護
保
険
制
度

の
改
正
に
伴
っ
て
、
頭
脳
、
身
体
、
口
の
3
つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
、
介
護
予
防
事
業
を
展

開
。
多
く
の
高
齢
者
が
、
地
域
で
生
き
生
き
と

生
活
し
、
で
き
る
だ
け
要
介
護
状
態
に
な
ら
な

い
よ
う
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
の
主
な
介
護
予
防
事
業

筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業

　
体
力
の
維
持
・
向
上
を
目
的
と
し
て
、
ス
ト

レ
ッ
チ
や
身
体
の
動
か
し
方
な
ど
を
集
団
で

学
ぶ
教
室
や
、
身
体
の
状
況
に
合
わ
せ
て
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
使
う
こ
と
を
学
ぶ
教

室
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
開
始
前
と
3
か
月
後
に

行
う
体
力
測
定
で
は
、
特
に
平
衡
感
覚
や
歩
く

能
力
が
向
上
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

栄
養
改
善
・
口こ

う

腔く
う

機
能
向
上
事
業

　
栄
養
教
室
で
は
、
た
ん
ぱ
く
質
や
鉄
分
の
値

な
ど
が
低
下
す
る
低
栄
養
状
態
を
予
防
・
改
善

す
る
た
め
に
、
調
理
実
習
を
中
心
に
行
っ
て
い

ま
す
。

　
口
腔
機
能
向
上
教
室
で
は
、食
事
や
会
話
を

す
る
た
め
に
大
切
な
口
腔
の
健
康
に
つ
い
て
、

歯
科
衛
生
士
か
ら
話
を
聞
き
、
飲
み
こ
む
力
の

訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

小
田
原
を
目
指
し
て

いのちを
大切にする
小田原

問  

高
齢
介
護
課  

☎
33-

1
8
2
5

介
護
予
防
事
業
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

参加する前は、5 分以上歩くことがで
きませんでしたが、1年間運動を続け
たことで、日常生活の活動範囲が増え、
歩くことが苦にならなくなりました。

参加する前は、ひざの痛みがありまし
たが、参加しているうちに痛みが消え、
通院の必要がなくなりました。

時間も距離も速さも、
全ての歩く能力が上が
りました。

持久力やバランス能力が向上
したので、転倒への不安がな
くなり、元気になりました。

6月に小田原アリーナで開催された
「筋トレ教室 」参加者の声
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閉
じ
こ
も
り
、認
知
症
、う
つ
予
防
・
支
援
事
業

　

閉
じ
こ
も
り
傾
向
、軽
度
認
知
障
が
い
、ま

た
は
抑
う
つ
傾
向
の
高
齢
者
の
ご
自
宅
を
、要

望
に
応
じ
て
看
護
師
な
ど
が
定
期
的
に
訪
問

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、認
知
症
の
症
状
が
あ
っ

て
も
地
域
で
生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
よ
う

に
、認
知
症
に
関
す
る
講
演
会
や
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
な
ど
を
開
き
、身
近
に
学

ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
、広
報「
お
だ
わ
ら
い
ふ
」

や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。
事
業
に
よ
り
、
開
催
時
期
や
参
加

す
る
た
め
の
条
件
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
市
内
に
は
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
総
合

的
な
相
談
機
関
で
あ
る
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
5
か
所
あ
り
ま
す
。
各
セ
ン
タ
ー
で

は
、
保
健
師
ま
た
は
経
験
の
あ
る
看
護
師
・
社

会
福
祉
士
・
主
任
介
護
支
援
専
門
員
が
、
専
門

的
な
立
場
か
ら
高
齢
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
、
電
話
や
訪
問
で
高
齢

者
の
健
康
状
態
を
確
認
し
な
が
ら
、
介
護
予
防

事
業
に
関
す
る
案
内
も
し
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
を
応
援

　
相
談
や
訪
問
な
ど
で
、
高
齢
者
の
生
活
機
能

状
況
の
把
握
に
努
め
、
介
護
予
防
が
必
要
な
か

た
に
は
、
教
室
や
講
座
へ
の
参
加
を
促
す
な
ど

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
の
権
利
を
守
る

　
高
齢
者
虐
待
や
、悪
質
な
訪
問
販
売
に
よ
る

被
害
の
防
止
な
ど
の
権
利
擁
護
を
行
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
応

　

高
齢
者
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受

け
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
ま
す
。

充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
支
援

　
主
治
医
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
地
域
の
関

係
機
関
と
の
調
整
を
行
い
、
連
携
し
て
高
齢
者

の
生
活
支
援
を
進
め
ま
す
。

各地区の地域包括支援センター

第一地区地域包括支援センター

所在地：早川 853
（早川高齢者ふれあいセンター内）
☎ 24-5601
担 当 地 区：石 橋、米 神、根 府 川、 
江 之 浦、入 生 田、風 祭、水 之 尾、 
板 橋、南 板 橋、早川、十字、栄 町、
本町、南町、城山、城内、緑、谷津

第二地区地域包括支援センター

所在地：久野 137
☎ 66 -3066
担当地区：扇町、井細田、多古、
久野、池上、荻窪、中町、浜町、寿町、
東町

第三地区地域包括支援センター

所在地：清水新田 271
☎ 66 -4190
担当地区：蓮正寺、中曽根、飯田岡、
堀之内、柳新田、小台、新屋、府川、
北ノ窪、清水新田、穴部、穴部新田、
曽比、栢山

第四地区地域包括支援センター

所在地：小八幡 3-6 -22
（介護老人保健施設わかば内 ）
☎ 45-3222
担当地区：酒匂、小八幡、南鴨宮、
西酒匂、国府津、田島、前川の 一部

（246 ～ 1579 番地 ）、羽根尾、
中村原、上町、小 船、山西、沼代、
小竹、東ヶ丘

第五地区地域包括支援センター

所在地：曽我光海 2-1
（ルビーセンター内 ）
☎ 42-1374
担当地区：中里、鴨宮、上新田、中新田、
下新田、矢作、下堀、飯泉、前川の一部 

（1～245番地、1580～1590 番地）、
成田、桑原、別堀、高田、千代、永塚、
東大友、西大友、延清、曽我原、
曽我谷津、曽我別所、曽我岸、曽我光
海、上曽我、下大井、鬼柳、曽我大沢

JR御
殿

場
線

JR 東海道本線

国府津駅

西湘バイパス

山近記念総合病院

下曽我支所

曽我病院

下曽我駅

JR御
殿

場
線

市立病院
〒

小田原市役所

井細田駅

足柄駅

山王川
小
田
急
小
田
原
線

小
田
原
厚
木
道
路

伊
豆
箱
根
鉄
道
大
雄
山
線

飯田岡駅

狩川

交番

穴部駅

伊
豆

箱
根

鉄
道

大
雄

山
線

西湘バイパス

小田原漁港

早川駅

早川

J
R
東
海
道
本
線

J
R
東
海
道
新
幹
線
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埼玉県

東京都

神奈川県

静岡県

沼津市

興国寺城跡（早雲の旗揚げの城）

伊豆市

狩
か の う

野城跡（伊豆狩野氏の居城）

伊豆の国市

韮山城跡（早雲の終生の居城）

八王子市

滝山城跡・八王子城跡（氏照の居城）

寄居町

鉢
はちがた

形 城跡（氏邦の居城）

三島市

三嶋大社
山中城跡（氏康以後の支城）

箱根町

早雲寺
（北条五代の菩提寺）

小田原市

小田原城跡
石垣山一夜城跡

北
条
五
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
北
条
氏
百
年
の
足
跡
」

　
北
条
五
代
観
光
推
進
協
議
会

の
拡
大
を
記
念
し
て
、北
条
氏

の
魅
力
を
再
発
見
す
る
観
光
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
：
9
月
23
日（
金
）

午
後
3
時
〜
5
時

場
所
：
市
民
会
館  

大
ホ
ー
ル

講
師
： 

小
和
田
哲
男
さ
ん

（
静
岡
大
学
名
誉
教
授
）

松
平
定
知
さ
ん

（
元
N
H
K
キ
ャ
ス
タ
ー
）

火
坂
雅
志
さ
ん

（
歴
史
小
説
作
家
）

定
員
：
1,
0
0
0
人

申
込
：
往
復
は
が
き
の
往
信
裏
面

に「
住
所
」「
観
覧
希
望
者
の
氏

名（
1
通
に
つ
き
2
人
ま
で
）」

「
電
話
番
号
」を
、返
信
宛
名
面

に「
郵
便
番
号
」「
住
所
」「
氏
名
」

を
記
入
し
て
郵
送
。
8
月
31
日

（
水
）消
印
有
効
。
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

送
付
先
：
〒
2
5
0-

8
5
5
5

小
田
原
市
観
光
課 

北
条
五
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
係

井原市（岡山県）

高
たか

越
こし

城址
（備中伊勢氏の居城）

北条五代観光推進協議会加盟市町と
北条氏ゆかりの史跡など
● これまでの構成市町   ● 新規加盟の市町

北
条
氏
ゆ
か
り
の
交
流
が
拡
大

 
北
条
五
代
観
光
推
進
協
議
会
が
ス
タ
ー
ト

北
条
氏
ゆ
か
り
の
市
町
と
各
観
光
協
会
で
構
成
す
る
北
条
五
代
観
光
推
進
協
議
会
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
と
文
化
を
広
く
全
国
に
紹
介
し
、観
光
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

9
月
に
は
、4
市
町
が
新
た
に
加
わ
り
、
7
市
2
町
の
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

組
織
の
拡
大
を
機
に
、北
条
氏
を
地
域
の
誇
り
と
す
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
、

北
条
氏
の
偉
績
や
魅
力
を
多
く
の
人
々
に
伝
え
、ド
ラ
マ
化
の
促
進
な
ど
、

さ
ら
に
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※ 北条早雲は生前、「伊勢新
しん

九
く

郎
ろう

盛
もり

時
とき

」、出家後に「早雲庵
あん

宗
そう

瑞
ずい

」を名乗り、
早雲の子・氏綱が伊勢から北条に改姓しました。ここでは、通例により「（北条）早雲」と記述しています。

このシンポジウムは、全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施するものです。

問  

観
光
課  

☎
33-

1
5
2
1

◆ 

滝
山
城

◆ 

八
王
子
城

◆ 

鉢
形
城

◆ 

高
越
城

◆ 

興
国
寺
城

◆ 

韮
山
城

◆ 

小
田
原
城

伊
勢
盛
定

早
雲

宗
哲（
幻
庵
）

氏
照

氏
邦

氏
綱

氏
康

氏
政

氏
直
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今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
い
の
ち

を
守
る
小
田
原
～
大
震
災
を
踏
ま

え
た
ま
ち
づ
く
り
～
」で
す
。

　
2
〜
5
ペ
ー
ジ
で
も
ご
紹
介
し

て
い
る
、
従
来
の
枠
組
み
を
越
え

た
災
害
対
策
に
つ
い
て
、市
民
の
皆

さ
ん
の
い
の
ち
が
し
っ
か
り
と
守

ら
れ
、生
存
と
生
活
が
確
保
で
き
る

ま
ち
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

日
時

：

8
月
27
日（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜
4
時

場
所

：ロ
ビ
ン
ソ
ン
小
田
原
店

4
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※ 

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

託
児（
2
歳
以
上
就
学
前
ま
で
）

や
手
話
通
訳
が
必
要
な
か
た
は
、

8
月
12
日（
金
）ま
で
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
8
月
27
日（
土
）〜
29
日（
月
）に

は
、ま
ち
か
ど
ト
ー
ク
の
テ
ー

マ
に
合
わ
せ
て
、防
災
や
災
害

に
関
す
る
展
示
を
行
い
ま
す
。

27
日（
土
）：午
後
0
時
〜
8
時

28
日（
日
）：午
前
10
時
〜
午
後
8
時

29
日（
月
）：午
前
10
時
〜
午
後
4
時

i
市
民
と
市
長
の
ま
ち
か
ど
ト
ー
ク

〜
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
語
り
合
う

　
懇
談
会
を
開
き
ま
す
〜

　
子
育
て
の
不
安
を
解
消
し
、
子

育
て
を
よ
り
楽
し
む
た
め
、
小
田

原
で
子
育
て
を
す
る
か
た
に
嬉
し

い
、
情
報
サ
イ
ト
「
ぴ
ん
た
っ
こ
」

が
で
き
ま
し
た
。

　

市
の
呼
び
か
け
で
集
ま
っ
た
、

子
育
て
支
援
活
動
に
関
わ
る
民
間

団
体
の
有
志
に
よ
る
協
議
会
が
作

成
し
、
6
月
か
ら
公
開
し
て
い
ま

す
。
行
政
情
報
、
地
域
の
情
報
、

民
間
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
小
田
原
に

　
市
で
は
、
小
田
原
駅
西
口
近
く

に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
10

月
か
ら
開
所
す
る
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
駅
か
ら
近
い
の
で
、
中

心
市
街
地
か
ら
だ
け
で
な
く
、
電

車
を
利
用
し
て
訪
れ
る
の
に
も
便

利
で
す
。
平
日
の
利
用
が
可
能
で
、

親
子
で
自
由
に
遊
べ
る「
子
育
て

ひ
ろ
ば
」の
ほ
か
、
子
育
て
相
談

や
情
報
提
供
、
講
座
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

密
着
し
た
子
育
て
情
報
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。

　

市
が
発
行
し
て
い
る
子
育
て

マ
ッ
プ
「
ぴ
ん
た
っ
こ
」
と
同

じ
愛
称
の
こ
の
サ
イ
ト
が
、
皆

さ
ん
の
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

こ
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
愛

称
を
募
集
し
ま
す
。
親
し
み
や
す

い
愛
称
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　
愛
称
、
愛
称
の
提
案
理
由
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を
書

い
て
、
8
月
19
日（
金
）ま
で
に
、

子
育
て
政
策
課
ま
で
、
は
が
き
、

メ
ー
ル
、
ま
た
は
F
A
X
で
。

〒
2
5
0-

8
5
5
5 

小
田
原
市
子
育
て
政
策
課

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
愛
称

募
集
係 

E
メ
ー
ル

kosodate@
city.odaw

ara.
kanagaw

a.jp

FAX 

33-

1
4
5
6

子
育
て
政
策
課   

☎
33-  
1
8
7
4

問

広
報
広
聴
課  

☎
33-

1
2
6
3

問

子
育
て
政
策
課   

☎
33-  
1
8
7
4

問

ii
小
田
原
子
育
て
情
報
サ
イ
ト

「
ぴ
ん
た
っ
こ
」公
開

新
設
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

愛
称
を
募
集
し
ま
す

http://www.pintacco.net/
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最
近
、小
田
原
警
察
署
管
内
で

は
、振
り
込
め
詐
欺
や
ひ
っ
た
く
り

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。一
人

一
人
が
十
分
注
意
し
て
、被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

振
り
込
め
詐
欺

手
口
は
実
に
巧
妙
で
す

　

今
年
1
月
か
ら
6
月
ま
で
の

小
田
原
警
察
署
管
内
の
発
生

件
数
は
5
件
、被
害
総
額
は
約

1,
5
5
0
万
円
で
、県
内
で
の
発

生
件
数
は
3
8
7
件
、被
害
総
額

は
約
8
億
5,
0
0
0
万
円
で
、前

年
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
す

〜 

よ
く
あ
る
手
口 

〜

 

事
例
1  

　「
風
邪
を
ひ
い
て
い
つ

も
と
声
が
違
う
」「
携
帯
電
話
の
番

号
が
変
わ
っ
た
」な
ど
と
、子
や
孫

を
装
い
、妊
娠
中
絶
費
や
会
社
の

お
金
の
使
い
込
み
な
ど
、内
緒
で

お
金
を
用
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
名
目
で
お
金
を
要
求
し
ま
す
。

注
意 

本
人
か
ど
う
か
確
か
め
る
た

め
に
、
家
族
に
し
か
分
か
ら
な
い

話
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
必
ず
、

変
更
前
の
電
話
番
号
に
連
絡
し
て

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

 

事
例
2  
　「
あ
な
た
の
口
座
が
犯

罪
の
被
害
に
遭
っ
て
い
る
の
で
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
新
し
く
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
」「
税
金
を
還

付
す
る
の
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

の
暗
証
番
号
を
教
え
て
く
だ
さ

い
」な
ど
と
、
警
察
官
、金
融
機
関

職
員
、市
職
員
を
装
い
、電
話
で
暗

証
番
号
を
聞
き
出
し
、カ
ー
ド
を

だ
ま
し
取
り
ま
す
。

注
意 

警
察
官
、
金
融
機
関
職
員
、

市
職
員
が
電
話
で
暗
証
番
号
を
聞

い
た
り
、
自
宅
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
受
け
取
り
に
行
く
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

 

事
例
3  

　
東
日
本
大
震
災
後
、日

本
赤
十
字
社
な
ど
の
募
金
団
体
を

装
い
、「
義
援
金
を
指
定
す
る
口

座
に
振
り
込
ん
で
ほ
し
い
」と
話

し
た
り
、
建
設
業
者
を
装
い
、「
震

災
に
備
え
て
家
屋
の
改
築
が
必
要

で
す
」な
ど
と
不
要
な
工
事
を
勧

め
ま
す
。

注
意 

相
手
先
の
団
体
や
企
業
を
十

分
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
送
金
す
る
場
合

は
、必
ず
送
り
先
に
確
認
し
、安
易

に
個
人
情
報
を
登
録
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、県
や
市

の
職
員
が
、義
援
金
募
集
の
た
め

に
自
宅
へ
電
話
す
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

あ
や
し
い
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
ら
、
慌
て
ず
、
一
人
で
悩
ま

ず
、
必
ず
警
察
や
家
族
な
ど
に

相
談
を
!

 
ひ
っ
た
く
り

県
内
で
急
増
中

　
今
年
1
月
か
ら
6
月
ま
で
の
県

内
で
の
発
生
件
数
は
9
2
3
件

で
、
全
国
で
最
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
オ
ー
ト
バ
イ
で
後
方
か
ら

近
づ
き
、
追
い
越
し
な
が
ら
バ
ッ

グ
を
ひ
っ
た
く
る
手
口
や
、
夕
方

や
夜
間
に
、
女
性
を
ね
ら
う
ケ
ー

ス
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

ひ
っ
た
く
り
防
止
の
た
め
に
…

● 

貴
重
品
は
小
さ
く
ま
と
め
て
身

に
着
け
ま
し
ょ
う
。

● 

荷
物
は
車
道
と
反
対
側
に
持
ち

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
シ
ョ
ル
ダ
ー

バ
ッ
グ
は
、
た
す
き
が
け
に
し
ま

し
ょ
う
。

● 

歩
き
な
が
ら
の
携
帯
電
話
の
使

用
や
イ
ヤ
ホ
ン
な
ど
で
音
楽
を
聞

く
こ
と
は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

● 

自
転
車
の
か
ご
に
、
防
犯
ネ
ッ

ト
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
ネ
ッ
ト
が

な
い
場
合
は
、
荷
物
の
上
に
雑
誌

な
ど
で
ふ
た
を
す
る
こ
と
も
効
果

的
で
す
。

● 

遠
回
り
で
も
、
で
き
る
だ
け
明

る
く
広
い
道
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

i
注
意
!
振
り
込
め
詐
欺
と
ひ
っ
た
く
り

防
犯
は
一
人
一
人
が
主
人
公

小
田
原
警
察
署	

☎
32- 
0
1
1
0

地
域
安
全
課	

☎
33- 
1
3
9
6

問

　
下
府
中
地
区
自
治
会
連
合
会

で
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
た
め
に
防
犯
啓
発
看
板
を
作

成
し
、
地
区
内
の
全
16
自
治
会

に
設
置
し
ま
し
た
。

　
看
板
の
作
成
に
当
た
り
、
中

里
商
工
振
興
会
の
古
い
看
板

を
再
利
用
し
、「
こ
の
町
は
・

い
つ
で
も
・
ど
こ
か
で 

誰
か

が
見
て
い
る 

聞
い
て
い
る
」

と
い
う
標
語
と
デ
ザ
イ
ン
は
、

中
里
在
住
の
名
取
敬よ

し

和か
ず

さ
ん

が
考
案
し
、
完
成
に
は
20
日

ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
。

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
ふ
く

ろ
う
に
は
、「
昼
夜
を
問
わ
ず

地
域
を
見
張
り
、
見
守
っ
て

い
る
」と
い
っ
た
意
味
が
込
め

ら
れ
、
ふ
く
ろ
う
の
目
に
は

ビ
ー
玉
を
使
用
す
る
な
ど
、
工

夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
府
中
地
区
自
治
会
連
合
会

会
長 

鈴
木
晴
夫
さ
ん

　
こ
の
看
板
に
は
、
地
域
で

犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
、
ま

た
、
犯
罪
者
を
地
域
に
入
り

込
ま
せ
な
い
よ
う
、
安
心
・

安
全
な
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る

下
府
中
地
区
自
治
会
連
合
会
の
取
り
組
み
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小
田
原
城
址
公
園
の
桜
の
植
え
替
え
を
行
い
ま
す

　

市
で
は
、
平
成
21
、
22
年
度

に
小
田
原
城
址
公
園
の
桜（
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
）に
つ
い
て
、
樹
木

医
に
よ
る
樹
木
診
断
を
行
い
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、
安
全
確
保
の
た
め

に
、
植
え
替
え
や
枝
下
ろ
し
が
必

要
な
桜
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

台
風
の
多
い
季
節
を
控
え
た

8
月
中
に
、
樹
勢
の
回
復
が
見

込
め
な
く
な
っ
た
桜
4
本（
お
堀

端
通
り
）を
撤
去
し
、
植
え
つ
け

に
最
適
な
時
期
で
あ
る
11
月
か

ら
1
月
に
新
た
な
桜
を
植
え
る

予
定
で
す
。

　
周
知
看
板
を
設
置
し
て
、
植
え

替
え
を
行
う
桜
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
立

ち
枯
れ
て
い
る
1
本
は
、
事
故

防
止
の
た
め
6
月
中
に
撤
去
し
ま

し
た
。

　
今
後
も
、樹
木
医
の
診
断
や「
史

跡
小
田
原
城
跡
調
査
・
整
備
委
員

会
植
栽
専
門
部
会
」の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
桜
の
管
理
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

観
光
課  

☎
23-
1
3
7
3

問

i

　

8
月
6
日
は
広
島
に
、
9
日
は

長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日

で
す
。

　
ま
た
、
15
日
は
戦
没
者
を
追
悼

し
平
和
を
祈
念
す
る
日
で
す
。

　
当
日
は
、
1
分
間
の
黙
と
う
を
。

　
競
輪
事
業
は
、
も
と
も
と
戦
災

復
興
を
目
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
後
、
競
輪
事
業
で

で
き
る
こ
と
か
ら
復
興
を
支
援
し

よ
う
と
、
全
て
の
競
輪
開
催
を「
東

日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
競
輪
」

と
し
、
場
内
で
の
募
金
活
動
な
ど

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
小
田
原
競
輪
場
で
は
、
8
月
13

日（
土
）か
ら
4
日
間
、
年
に
1
度

の
ビ
ッ
グ
レ
ー
ス
小
田
原
競
輪

開
設
62
周
年
記
念 

北
条
早
雲
杯
争

奪
戦（
G
Ⅲ
）」を
開
催
。
期
間
中
、

選
手
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

i

i

東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
競
輪

〜
競
輪
事
業
で
で
き
る
こ
と
か
ら
〜

黙
と
う
に

ご
協
力
を

事
業
課   

☎
23-  
1
1
0
1

問

歴史見聞館

銅門

市民会館

ハローワーク

学橋

馬出門

市立三の丸小学校

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
の
バ
ー

「
観
光
」を
ク
リ
ッ
ク

→「
観
光
ト
ピ
ッ
ク
ス
」

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
の
バ
ー「
地
域

経
済・
都
市
基
盤
」を
ク
リ
ッ
ク

→「
地
域
経
済
」→
小
田
原
競
輪

植え替えを予定している桜と、すでに撤去した桜

枯死のため 6 月に撤去 根元、幹、大枝の空洞化

根元の空洞化

幹、芯の空洞化
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
マ
ン
リ
ー
市
と
小
田
原

市
の
中
高
生
が
お
互
い
の
国
で
交
流
す
る「
と

き
め
き
国
際
学
校
」は
、
今
年
で
21
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
当
初
参
加
し
た
生
徒
は
す
で
に
30

代
半
ば
。
こ
れ
ま
で
の
参
加
者
は
7
0
0
人

を
数
え
ま
す
。
仕
事
や
趣
味
で
世
界
へ
渡
り
、

活
躍
し
て
い
る
O
B
も
い
ま
す
。

　
平
成
15
年
に
参
加
し
、
現
在
は
実
行
委
員
と

し
て
携
わ
る
栢
沼
さ
ん
は
「
相
手
に
気
持
ち
が

伝
わ
っ
た
と
き
の
嬉
し
さ
は
、
今
で
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
生
徒
と
し
て
参
加
し
た
と
き
は「
た
だ
た
だ

楽
し
か
っ
た
」そ
う
で
す
。

　
「『
楽
し
い
交
流
』は
、
引
率
や
通
訳
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
な
ど
多
く
の
か
た
に

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
運
営
す
る
側
に
な

り
初
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。『
交
流
』の
二
文

字
で
片
付
け
る
の
は
簡
単
で
す
が
、
実
際
に

は
、
企
画
か
ら
期
間
中
の
対
応
、
翌
年
の
計
画

な
ど
、
年
間
を
通
し
て
準
備
が
必
要
で
す
。
次

世
代
の『
と
き
め
き
っ
子
』た
ち
に
は
、
受
け

身
に
な
ら
ず
、
積
極
的
に
参
加
し
、
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
で
す
」と
熱
心
に
語
る
栢
沼
さ
ん
。

　
長
年
培
っ
て
き
た
経
験
や
人
脈
、
若
く
新
鮮

な
発
想
力
や
勢
い
の
あ
る
行
動
力
が
と
き
め

き
国
際
学
校
に
は
、
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く

の
皆
さ
ん
と
新
た
な
協
力
態
勢
を
整
え
て
い

こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
と
き
め
き
国
際
学
校
に

参
加
し
て
い
な
か
っ
た
か
た
に
も
身
近
に
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」

　
人
に
支
え
ら
れ
成
長
し
た
若
い
力
が
、
今
年

も
新
た
な
交
流
を
支
え
ま
す
。

情
熱
を
忘
れ
な
い
で

と
き
め
き
国
際
学
校
実
行
委
員
会

ときめき国際学校ＯＢ会主催の縁日体験

ときめき国際学校について    問 文化政策課 ☎33‐1703

栢沼奈奈さん

　

北
原
白
秋
、谷
崎
潤
一
郎
、三
好
達
治
、

坂
口
安
吾
、太
宰
治
…
作
品
を
読
ん
だ
こ

と
は
な
く
て
も
、誰
も
が
知
っ
て
い
る
有
名

な
文
学
者
た
ち
が
、明
治
か
ら
昭
和
に
か
け

て
小
田
原
に
多
く
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
文
学
館
の
あ
る
西さ

い
か
ち

海
子
小
路

（
南
町
）周
辺
は
、当
時
の
名
だ
た
る
作
家

た
ち
が
住
み
、親
交
を
深
め
、刺
激
し
合
い

な
が
ら
、数
多
く
の
作
品
を
生
み
出
し
ま
し

た
。
そ
の
有
形
無
形
の
足
跡
は
、今
も
ま
ち

の
記
憶
と
し
て
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
の
で
き
る

「
お
だ
わ
ら
文
学
散
歩
マ
ッ
プ
」が
、こ
の

た
び
無
尽
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
文
学
の
ま
ち

づ
く
り
」の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ

ま
し
た
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
田
中
美

代
子
さ
ん
は
、平
成
9
年
か
ら
7
年
間
務
め

た
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
経
験
か

ら
、「
お
城
以
外
に
も
豊
富
に
あ
る
地
域
資

源
を
も
っ
と
紹
介
し
、生
ま
れ
育
っ
た
小
田

原
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
愛
し
て
ほ
し

い
」と
の
思
い
で
、そ
の
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
文
学
散
歩
の
案
内
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
マ
ッ
プ
に
は
、小
田
原
駅
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
東
口・
西
口
コ
ー
ス
と
早
川
駅
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
早
川
コ
ー
ス
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
ッ
プ
を
片
手
に
、小
田
原
の
魅
力
を
再

発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
お
だ
わ
ら
文
学
散
歩
マ
ッ
プ
」は
、市
立

図
書
館
、か
も
め
図
書
館
、小
田
原
駅
観
光

案
内
所
で
入
手
で
き
ま
す
。

問  

図
書
館  

☎
24-

1
0
5
5

「
お
だ
わ
ら
文
学
散
歩
マ
ッ
プ
」

 

が
で
き
ま
し
た

無尽蔵プロジェクト
「文学のまちづくり」
コーディネーター
田中美代子さん

おだわら文学散歩マップ

文学のまちづくり
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「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
」は
、
小
田
原
の
爽

や
か
な
夏
の
味
の
一
つ
で
す
。

　

30
年
ほ
ど
前
か
ら
下
曽
我
地
区
で

栽
培
し
、
梅
の
里
加
工
教
室
運
営
委

員
会
の
活
動
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ

ム
作
り
体
験
教
室
な
ど
に
も
携
わ
る

片
野
真
澄
さ
ん
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
「
大
き
な
粒
は
甘
味
が
強
く
、
小
さ

い
粒
の
も
の
は
酸
味
が
し
っ
か
り
し

た
濃
い
味
で
、
好
み
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
す
。
酸
味
と
甘
味
、
両
方
を
楽
し
め

て
、
鉄
分
も
多
い
の
で
、
た
く
さ
ん
食

べ
て
暑
い
夏
を
乗
り
切
っ
て
ほ
し
い
」

と
の
こ
と
。

　

ま
た
、「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
と
砂
糖
だ

け
で
簡
単
に
作
れ
る
ジ
ャ
ム
は
、
ヨ
ー

グ
ル
ト
や
お
菓
子
作
り
に
お
す
す
め
」

だ
そ
う
で
す
。

　
小
田
原
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
そ
の
ま

ま
で
、
ま
た
、
ジ
ャ
ム
を
作
っ
て
、
ぜ

ひ
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

夏
の
思
い
出
に
!!

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り

　
市
内
で
、摘
み
た
て
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
を
味
わ
え
る
、「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

狩
り
」が
体
験
で
き
ま
す
。成
長
に
陽ひ

の

光
が
何
よ
り
も
大
切
な
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の

畑
は
、太
陽
が
サ
ン
サ
ン
と
降
り
注
ぎ
ま
す
。

帽
子
を
忘
れ
ず
に
、出
か
け
ま
し
ょ
う
。

● 

広
石
農
園   

☎
22-

8
6
0
6

● 

き
の
こ
苑
お
山
の
た
い
し
ょ
う

☎
29-

1
3
9
3

※
ど
ち
ら
の
畑
も
根
府
川
に
あ
り
、青

く
広
い
海
を
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

料
金
は
、大
人
5
0
0
円
。
8
月
下
旬

頃
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

　

6
月
末
、市
の
広
報
広
聴
課
で
半
日

職
場
体
験
を
し
た
千
代
中
学
校
2
年
の

大
津
さ
ん
と
富
田
さ
ん
。き
の
こ
苑
お

山
の
た
い
し
ょ
う
を
訪
れ
、き
の
こ
苑

の
佐
久
間
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
畑
を
見
学
し
ま
し
た
。

大
津 

愛
さ
ん

　
実
際
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
木
を
見
た

ら
、手
軽
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
が
で

き
そ
う
で
、自
分
も
や
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
ま
だ
色
づ
い
て
い
な
く

て
も
お
い
し
そ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

富
田 

み
は
る
さ
ん

　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
木
は
、大
人
の
背

丈
ほ
ど
の
も
の
も
あ
り
、1
本
の
木
に

た
く
さ
ん
の
実
が
な
っ
て
い
ま
す
。
夏

休
み
に
、家
族
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

おいしい小田原の味をかみしめながら、小田原の魅力を、もっと考えて 
みませんか。このコーナーでは、小田原のおいしい話題をお届けします。

4

小田原の夏の恵み

甘くて酸っぱい
ブルーベリー

ブルーベリージャムの作り方

材料  ブルーベリー
砂糖（ブルーベリーの半分程度 ）

1 洗ったブルーベリーを鍋に入れ火にかけ
る。ブルーベリーの水分のみで、焦げな
いようにかき混ぜる。

2 煮立ったら、用意した砂糖の半分を入れ、
溶けたら残りの半分を入れ、焦げないよ
うにかき混ぜながら煮詰める。

※お好みで、仕上げにレモン汁少々を加えると、味が引
き締まります。

※ 煮沸したビンに入れて、さらにセイロで蒸すことで長
く保存できるようになります。

左：富田みはるさん   右：大津愛さん

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
田
中
美

代
子
さ
ん
は
、平
成
9
年
か
ら
7
年
間
務
め

た
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
経
験
か

ら
、「
お
城
以
外
に
も
豊
富
に
あ
る
地
域
資

源
を
も
っ
と
紹
介
し
、生
ま
れ
育
っ
た
小
田

原
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
愛
し
て
ほ
し

い
」と
の
思
い
で
、そ
の
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
文
学
散
歩
の
案
内
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
マ
ッ
プ
に
は
、小
田
原
駅
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
東
口・
西
口
コ
ー
ス
と
早
川
駅
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
早
川
コ
ー
ス
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
ッ
プ
を
片
手
に
、小
田
原
の
魅
力
を
再

発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
お
だ
わ
ら
文
学
散
歩
マ
ッ
プ
」は
、市
立

図
書
館
、か
も
め
図
書
館
、小
田
原
駅
観
光

案
内
所
で
入
手
で
き
ま
す
。

問  

図
書
館  

☎
24-

1
0
5
5
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7月1日現在 小田原市の人口198,046人 78,145世帯 （平成22年国勢調査速報値による値）

　
海
か
ら
の
潮
風
が
漂
う
早
川
駅
。

　
駅
の
前
を
走
る
国
道
1
3
5
号

を
渡
っ
て
す
ぐ
の「
小
田
原
漁
港
」

は
、相
模
湾
の
鮮
魚
や
活
魚
が
水
揚

げ
さ
れ
る
市
民
の
台
所
で
す
。毎
朝

開
か
れ
る「
競
り
」で
は
、威
勢
の
い

い
声
が
飛
び
交
い
、所
狭
し
と
並
べ

ら
れ
た
魚
が
次
々
に
競
り
落
と
さ
れ
、

場
内
は
活
気
で
溢
れ
か
え
り
ま
す
。

　
一
方
、港
を
見
下
ろ
す
山
々
で

は
、年
間
を
通
し
て
多
く
の
か
ん

き
つ
類
が
栽
培
さ
れ
、国
道
沿
い

の
直
売
所
で
は
、さ
わ
や
か
な
香

り
や
程
よ
い
甘
さ
、酸
味
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
駅
か
ら
西
に
旧
道
を
歩
け
ば
、手

入
れ
の
さ
れ
た
庭
先
の
花
々
が
美

し
い
住
宅
が
並
び
ま
す
。
そ
の
先

に
は
、「
木
の
宮
さ
ん
」と
呼
ば
れ

る
早
川
地
区
の
鎮
守
、紀
伊
神
社
が

あ
り
ま
す
。
木
地
挽
職
人
が
祖
神

の
惟こ

れ
た
か喬

親
王
を
奉
祭
し
た
神
社
で
、

社
殿
前
に
は
市
内
最
大
級
の
ク
ス

ノ
キ
が
立
派
に
そ
び
え
ま
す
。

　
早
川
駅
は
、海
の
恵
み
、山
の
恵

み
、そ
れ
ら
を
大
切
に
生
き
る
人

た
ち
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

小
田
原
み
な
と
ま
つ
り

日
時

：

8
月
7
日（
日
）午
前
9
時
〜
午
後
6
時

場
所

：

小
田
原
漁
港
と
そ
の
周
辺

ほのぼの歩く

市内には、18もの駅があります。
毎日の、特別な日の、出発の駅。
帰ってきた安らぎを感じられる駅。
あなたの駅を訪ねます。

早
は や

川
か わ

駅
1922年開業、1日の平均乗者数は1,440人

4

国
道
1
3
5
号
　

小田原みなとまつり


